
 

 

単元名 

単

元

の

評

価

規

準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

E 球技 ネット型 バレーボール 
＜知識＞ 

①バレーボールの技術には名称があり、それらを身に付

けるためのポイントがあることについて、言ったり書

き出したりしている。 

②バレーボールには、集団対集団で攻防を展開し、勝敗

を競う楽しさや喜びを味わう特性があることについ

て、言ったり書き出したりしている。 

＜技能＞ 

①基本的な技能を身に付け、味方が操作しやすい位置に

ボールをコントロールすることができる。 

②ボールを打ったり受けたりした後、ボールや相手に正

対することができる。 

①提示された動きのポイントやつまずきの事例を参考

に、仲間の課題や出来栄えを伝えている。 

②ボール操作やボールを持たない時の動き、攻防の改善

についてのポイント、自己や仲間の状況に応じた動き

や役割の課題を発見し、伝えたり、書き出したりして

いる。 

③体力や技能の程度、性別等の違いを踏まえて、仲間と

ともに楽しむための練習やゲームを行う方法を見付

け、仲間に伝えている。 

①バレーボールに積極的に取り組もうとしている。 

②練習の補助をしたり仲間に助言したりして、仲間の学

習を援助しようとしている。 

③健康・安全に留意している。 

 

単元の目標 

【知識及び技能】 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、（球技の特性や成り立ち、）技術の

名称や行い方、（その運動に関連して高まる体力）などを理解するとと

もに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することが

できるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えること

ができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・バレーボールに積極的に取り組むとともに、（フェアなプレイを守ろう

とすること、作戦などについての話合いに参加しようとすること、一

人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること、）仲間の学習

を援助しようとすることなどや、健康・安全に気を配ることができる

ようにする。 

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト 

・技能の定着や運動量の確保をねらいとし、授業導入時の準備運動から主運動とのつながりを意識した活動の工夫を行う。 

 

・ネット型の特性である「空いた場所への攻撃を中心としたラリーの継続」について着目しながら学習を進め、自己や集団の課題解決に向けた授業展開を行う。 

 

・単元を通して、「見通し、実践、振り返り、改善」の PDCA サイクルをベースとし、「わかった、できた」を味わわせられる指導の充実を図る。 

 

・ICT を効果的に活用し、思考の整理を合理化することで運動量を確保する。 

○ 指導と評価の計画 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

ねらい 
授業の流れ、きまり
を知る 

単元の見通しをもつ 個人的技能の習得・向上 
ゲームにおける個人的技能の課題・向上 

集団的技能の課題・向上 
学習のまとめ 

学
習
の
流
れ 

０ 
 
 
 

 
 

 
 
 

25 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

50 

○オリエンテーション 
・Googleform によ
る意識調査 

・バレーボールの特性 
・基本ルール 
・用具の準備、片付け
の仕方 

 
○単元のまとめの確認 
・校内バレーボール
大会へのつながり 

 
○試しのゲーム 
・ルール確認 
・昨年度の振り返り 
 
○まとめ・振り返り 

○単元の見通し 
・テキストマイニン
グの活用 

・単元目標 
 
○授業の流れ確認 
 
○個人的技能 

（実態把握） 
・オーバーハンドパス 
・アンダーハンドパス 
 
○ミニゲーム 
・アンダーサービス
のみ 

 
 
○まとめ・振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
○個人的技能 

（習得・向上） 
・オーバーハンドパス 
・アンダーハンドパス 
 
○ミニゲーム 
・アンダーサービス
のみ 

 
 
○まとめ・振り返り 
 次時の課題設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
○課題解決に向けた
ポイント、練習方
法設定 

 
○練習（グループ） 
 
○ミニゲーム 
（３×３） 
・アンダーサービス
のみ 

・サービスは交互 
○まとめ・振り返り 
 次時の課題設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
○課題解決に向けた
ポイント、練習方
法設定 

 
○練習（グループ） 
 
○ミニゲーム 
（３×３） 
・アンダーサービス
のみ 

・サービスは交互 
○まとめ・振り返り 
 次時の課題設定 

 
 
 
 
 
○チーム課題の設定 
○個人課題の設定 
 
○チーム練習 
○ローテーションの
確認（校内特別ル
ール） 

 
○ミニゲーム 
・アンダーサービス
のみ 

 
○チーム反省 
 
○まとめ・振り返り 

 
 
 
 
 
○チーム課題の確認 
 
○チーム練習の決定 
・課題に応じた練習
を選択→練習 

 
○ミニゲーム 
・通常サービス 
 
○チーム反省 
・課題解決に向けた
アプローチや課題
把握 

 
○まとめ・振り返り 

 
 
 
 
 
○チーム課題の確認 
 
○チーム練習の決定 
・課題に応じた練習
を選択→練習 

 
○ゲーム 
・大会ルール 
・ラインジャッジ 
○チーム反省 
・課題解決に向けた
アプローチや課題
把握 

 
○まとめ・振り返り 

 
 
 
 
 
○チーム課題の確認 
 
○チーム練習の決定 
・課題に応じた練習
を選択→練習 

 
○ゲーム 
・大会ルール 
・ラインジャッジ 
○チーム反省 
・課題解決に向けた
アプローチや課題
把握 

 
○まとめ・振り返り 

 
 
 
 
 
○チーム課題の確認 
 
○ゲーム① 
○振り返り 
○修正練習 
 
○ゲーム② 
・大会ルール 
・ラインジャッジ 
○チーム反省 
・大会に向けたチー
ムの目標の確認 

 
○個人反省、大会へ
の目標設定 

 

評
価
計
画 

知識 

技能 

知② 
学習カード 

知① 
学習カード 

（技①） 
学習カード 

 
技① 
観察 

（技②） 
観察 

 
技①② 

観察・学習カード 
技①② 

観察・学習カード 

総括的評価 
 

観察 
学習カード 

思考 

判断 

表現 

   
（①） 
観察 

① 
観察 

（②） 
観察・学習カード 

 
（③） 
観察 

② 
観察・学習カード 

主体的に学

習に取り組 

む態度 

（①③） 
観察・学習カード 

③ 
観察・学習カード 

   
（②） 

観察・学習カード 
② 

観察・学習カード 
 

① 
観察・学習カード 

【Ｂ中学校】 第２学年 E 球技「ネット型 バレーボール 」の指導計画 

○W-up 

○前時の学習内容の振り返り 

○本時の目標・学習内容の確認 

 
味方が操作しやすいパスをつなぐには、ボ

ール操作でどのようなことが大切だろう？ 



本時の指導案（５/１０時間） 

本
時
の
目
標 

◎提示された動きのポイントやつまずきの事例を参考に、仲間の課題や出来栄えを伝えている。 

（思考力、判断力、表現力等） 

○基本的な技能を身に付け、味方が操作しやすい位置にボールをコントロールすることができる。 

（知識及び技能） 

段
階 

○学習内容 ・学習活動 
学習 
形態 

・教師の指導 ■支援（♦評価規準と方法） 

導
入 

○W-up 

・1 人でオーバー・アンダーハンドパス

（技能向上） 

・キャッチボール（体力向上：投能力） 

・バウンドキャッチ（技能向上） 

・複数人でオーバー・アンダーハンドパス 

（技能向上） 

○整列、挨拶 

○課題提示 

全体 

 

 

 

 

 

・意識すべきポイントを伝えながらW-upさせる。 

＜体温上昇・心拍数上昇・柔軟性向上＞ 

・自己の課題解決に向けたメニューを選択して、休

み時間からアップに取り組む。 

 

 

 

 

展
開 

○個人課題の確認 

【前時の振り返りと本時の課題を確認】 

・スプレッドシート（グループ用）でオー

バーハンドパス、アンダーハンドパスの

それぞれの課題を確認する。 

→グループ内で課題共有、練習方法の決定 

＜動画・実技書・教師への質問＞ 

 

○グループ練習 

・グループごとに設定した練習を行う。 

 

○ミニゲーム（３人対３人×２コート） 

・１試合３分、サービスはアンダーハンド

サービスのみ、サービスは得点にかかわ

らず、交互に行う。 

・待機中にミニゲームを振り返り（スプレ

ッドシート）、次のミニゲームへの改善

点を交流する。 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

班 

 

 

班 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

・スプレッドシートへの打ち込みを見ながら、個々

の課題を把握する。 

※課題把握の視点→前時の振り返りから本時の

課題につながりがあるか 

 

■タブレット端末に保存した意識するポイントを

解決するための動画を活用し、効果的な動画を

一緒に探したり、教師側から提案したりする。 

・課題解決に向けた練習方法を選択できているか

を見取る。（参考動画の視聴、動画撮影など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

○まとめ、振り返り 

○片付け 

 

個人 ・スプレッドシートに振り返りを記述する。 

 練習の効果は？選択した練習はどうだったか？ 

 ゲームの中でどうだったか？次時の課題は？ 

 次の W-upは何をしようか？ 

 

味方が操作しやすいパスをつなぐには、ボール操作でどのようなことが大切だろう？ 

◆【思考・判断・表現】 
自己や仲間の課題を発見し、練習やゲームを

通して、考えたことを伝えることができる。 
（評価方法：観察） 

［評価の規準となる発言例］ 

・「今まで腕を振っていたのが、体全体でパスできるよ

うになったよ」 

・「おでこの前でボールをあげられるようになった」 

◆【技能】 
基本的な技能を身に付け、味方が操作しやす

い位置にボールをコントロールすることがで
きる。（評価方法：観察） 


